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高
等
学
校

　

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
四
月
、
理
事
長
林
頼
三
郎
は
、

学
校
法
人
中
央
大
学
と
学
校
法
人
杉
並
高
等
学
校
の
合
併
を
文
部

大
臣
天
野
貞
祐
に
申
請
し
、
五
月
十
五
日
に
認
可
を
受
け
た
。
当

時
、
新
制
大
学
を
発
足
さ
せ
て
間
も
な
い
本
学
は
、
旧
制
学
部
の

予
備
教
育
機
関
で
あ
っ
た
予
科
廃
止
に
対
応
し
て
、
新
た
な
学
生

確
保
の
方
向
を
新
制
の
附
属
高
等
学
校
増
設
に
求
め
た
の
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
他
大
学
も
同
様
で
、
た
と
え
ば
、
明
治
大

学
で
は
中
野
学
園
を
、
日
本
大
学
で
も
豊
山
高
等
学
校
を
こ
の
時

期
に
合
併
し
て
い
る
。
多
く
の
私
立
大
学
に
と
っ
て
、
新
制
大
学

へ
の
移
行
過
程
は
、
旧
中
等
教
育
機
関
の
買
収
・
合
併
に
よ
る
附

属
高
等
学
校
設
立
の
過
程
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
杉
並
高
等
学
校
は
、
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
に

創
設
さ
れ
た
東
京
同
文
書
院
併
置
の
私
立
目
白
中
学
校
（
二
五

年
、
杉
並
中
学
校
と
改
称
）
を
そ
の
前
身
と
し
、
四
〇
年
の
歴
史

を
有
し
て
い
た
。

　

四
八
年
、
新
制
高
等
学
校
と
し
て
こ
の
時
併
設
さ
れ
た
杉
並
中

学
校
と
と
も
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
六
・
三
制
の
義

務
教
育
制
度
が
成
立
し
て
中
学
校
が
義
務
教
育
課
程
に
繰
り
込
ま

れ
た
た
め
、
杉
並
中
学
校
へ
の
進
学
者
が
減
少
し
、
そ
の
経
営
は

思
わ
し
く
な
か
っ
た
。

　
『
中
央
大
学
新
聞
』
第
三
四
〇
号
（
五
二
年
五
月
三
十
日
）
に

よ
れ
ば
、
中
・
高
校
合
わ
せ
て
生
徒
数
は
六
〇
〇
人
で
、
五
二
年

度
の
杉
並
中
学
校
の
応
募
者
数
は
定
員
二
〇
〇
人
に
対
し
て
わ
ず

か
一
七
人
と
い
う
一
割
に
も
満
た
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
合
併
問

題
は
、
杉
並
中
学
校
・
杉
並
高
等
学
校
の
経
営
危
機
と
い
う
要
因

も
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
具
体
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
学
と
杉
並
側
の
代
表
者
が
五
一
年
一
月
に
取
り
交
わ
し
た

『
覚
書
』
に
よ
れ
ば
、（
1
）
中
央
大
学
と
杉
並
高
等
学
校
は
私
立

学
校
法
に
も
と
づ
き
、
学
校
法
人
の
認
可
を
受
け
た
上
合
併
手
続

き
を
と
る
こ
と
、（
2
）
杉
並
高
等
学
校
お
よ
び
同
中
学
校
の
現

教
職
員
は
原
則
と
し
て
中
央
大
学
に
お
い
て
承
継
す
る
こ
と
、
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中
央
大
学
杉
並
高
等
学
校
の
発
足

（
3
）
覚
書
成
立
後
当
分
の
間
中
央
大
学
よ
り
名
誉
校
長
ま
た
は

学
監
を
杉
並
高
等
学
校
に
派
遣
し
人
事
、
予
・
決
算
等
を
校
長
と

協
議
の
上
行
う
こ
と
、（
4
）
合
併
後
の
校
名
は
中
央
大
学
杉
並

高
等
学
校
お
よ
び
中
央
大
学
杉
並
中
学
校
と
す
る
こ
と
、（
5
）

本
覚
書
は
中
央
大
学
評
議
員
会
に
お
い
て
否
決
さ
れ
た
時
は
そ
の

効
力
を
失
う

こ
と
、
な
ど

九
項
目
が
申

し
合
わ
さ
れ

て
い
る
。

　

同
年
三

月
、
両
者
は

そ
れ
ぞ
れ
学

校
法
人
へ
と

組
織
変
更
を

行
い
、
七
月

二
十
五
日
に

合
併
仮
契
約

が
結
ば
れ

た
。
翌
年
三

月
、
本
学
評
議
員
会
は
学
校
法
人
杉
並
高
等
学
校
合
併
の
件
を
決

定
し
、
ま
た
同
月
奥
田
剛
郎
前
事
務
部
長
が
杉
並
高
等
学
校
の
学

監
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
二
ヵ
月
後
の
五
月
十
五
日
、
冒
頭
で
述

べ
た
合
併
が
認
可
さ
れ
、
現
職
の
岩
本
春
市
校
長
以
下
二
〇
人
余

の
教
職
員
体
制
の
も
と
、
中
央
大
学
杉
並
高
等
学
校
（
全
日
制
・

定
時
制
）
お
よ
び
中
央
大
学
杉
並
中
学
校
が
正
式
に
発
足
し
た
。

　

合
併
成
立
の
ち
ょ
う
ど
二
ヵ
月
後
に
創
刊
さ
れ
た
『
中
大
杉
並

高
校
新
聞
』
の
第
二
号
（
五
二
年
九
月
十
五
日
）
に
は
、
同
年
度

の
入
学
志
願
者
数
が
従
来
の
三
倍
以
上
と
な
っ
た
こ
と
や
、
合
併

を
記
念
し
て
次
年
度
は
さ
ら
に
大
募
集
を
発
表
し
、
優
秀
な
生
徒

を
多
数
選
抜
す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

翌
五
三
年
六
月
、
入
学
志
願
者
が
激
増
し
た
同
高
等
学
校
は
、

生
徒
の
収
容
に
応
じ
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
急
遽
学
級
数
を
従
来

の
三
学
年
合
わ
せ
て
一
五
学
級
（
総
員
六
〇
〇
人
）
か
ら
二
一
学

級
（
同
八
四
〇
人
）
へ
と
大
幅
に
変
更
し
て
い
る
。

　

杉
並
高
等
学
校
の
附
属
高
校
化
の
実
現
と
生
徒
急
増
に
よ
る
経

営
安
定
は
、
そ
の
後
の
本
学
に
お
け
る
附
属
高
等
学
校
拡
充
の
一

つ
の
大
き
な
起
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

中央大学杉並高等学校発足当初の校舎入口


